


















2)期間 :平成 22年 10月～12月


























楯 麻衣子，? 小川美代子，? 加藤 咲子?
細川 舞，? 山本 昭子?
（１ 独立行政法人国立病院機構 西群馬病
院 看護部 ２ 群馬大院・医・博士前期
課程）
【はじめに】
怒りを強く表出する終末期肺がん患者への対応に看護
師が困窮した事例を振り返り,ここに報告する.
【事例紹介】
患 者 :A氏,50歳代
疾患名 :肺癌 (肺,肝,脳,骨に転移)
現病歴 :化学療法を行ったが, 全身状態悪化のため中
止.脊髄横断障害が出現していた.
家族構成 :同居の妻,次男共に,仕事を持っており多
忙だが,時間のある時は面会もある.
【経 過】
A氏は両下肢に疼痛,しびれがあり, 30分～ 2時間お
きに看護師による全介助でトイレに移動していた. しか
し,移動時の順序などに自分なりのこだわりがあり「看
護師によって個人差がある」など,看護師に怒りを表出
することがあった. A氏は「いろいろ考えてくれるのは
ありがたいけど,俺だって俺なりのやり方があるんだか
らコロコロ変えないでほしい」「話を聴いてくれてもそれ
で楽になるわけじゃない.だったら援助をしてほしい」
と訴えていた.このようなA氏の思いに寄り添えるよう
に連日保清などを希望に応じて実施していた.しかし,
怒りの表出や全身状態が悪化していく中での援助に「本
当に患者にとって良い援助なのか？」と身体的・精神的
にも辛さを感じていた. そこで, 援助方法の再確認を行
い,患者の置かれている状況や思いを捉えることと,看
護師が抱いている思いを共有することを目的に病棟カン
ファレンスを開催した.カンファレンスによって「怒り」
は防衛機制としての表れであり,怒りに翻弄されるので
はなくその背後にある精神的苦痛に目を向け支援してく
事の重要性を確認した.そしてA氏の自律性を支援する
ことが非常に重要であったと認識した.
【考 察】
病状の悪化と共に,今まで自分で行えたことができな
いという喪失感を感じていたり,これまでの価値観を覆
されたりする状況におかれるという事に気がつくことが
できた. A氏にとって排泄行為をトイレで行うという事
に大きな意味があり, A氏が自律して判断し,主体的に
行動がとれるように支援していくことが看護師には求め
られていたことを学ぶことができた.患者の意思・存在
が尊重されることで, 患者の持つ力を発揮することがで
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